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骨導超音波であれば，従来型補聴器の使用が困難な最重度難聴者にも知覚される．不明な部分が多い骨導超音波の知覚特性や
神経生理メカニズムの解明，頭部内伝搬メカニズムの推定，および最適な音声信号加工方式の開発等に取り組み，得られた成果を
利用して最重度難聴者にも利用可能な新型補聴器を開発した．また，これらの過程で培われた骨伝導技術を応用し，騒音に強いマ
イクロホンやスマートホン等を開発した．今後，骨伝導技術を応用した難聴者福祉機器や，対騒音特性や防水性の高い生活機器，
音響機器群の開発の進展が見込まれる．また，本研究によって明らかにされた聴覚の知られざる機能は，さらなる聴覚補助・代行機
器，治療・診断機器の開発へと発展する可能性がある．
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先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

研究成果報告書 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

 

研究成果の概要 

（和文）：骨導超音波であれば，従来型補聴器の使用が困難な最重度難聴者にも知覚される．

不明な部分が多い骨導超音波の知覚特性や神経生理メカニズムの解明，頭部内伝搬メカニズム

の推定，および最適な音声信号加工方式の開発等に取り組み，得られた成果を利用して最重度

難聴者にも利用可能な新型補聴器を開発した．また，これらの過程で培われた骨伝導技術を応

用し，騒音に強いマイクロホンやスマートホン等を開発した．今後，骨伝導技術を応用した難聴者

福祉機器や，対騒音特性や防水性の高い生活機器，音響機器群の開発の進展が見込まれる．

また，本研究によって明らかにされたヒト聴覚の知られざる機能は，さらなる聴覚補助・代行機器，

治療・診断機器の開発へと発展する可能性がある． 

 

（英文）：Bone-conducted ultrasound (BCU) can be perceived even by the profoundly hearing 

impaired who cannot use conventional hearing aids. We investigated the BCU perception in terms 

of the psychological characteristics, the neurophysiological mechanisms, the wave propagation 

property in the inner head, and the optimal signal processing method to obtain articulate speech. 

Based on these results, a novel hearing aid using BCU perception for the profoundly hearing 

impaired was developed. Also, noise robust michophones and smartphones, etc. were developed 

using achieved bone-conduction technique. Achieved bone-conduction technology can be applied 
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to various acoustic instrument and welfare devices for the hearing impaired utilizing its 

noise-robust and waterproof properties. Further, revealed functions of human audition about 

ultrasonic perception would potentially contribute to development of novel audio assistance, 

diagnostic and treatment devices. 

 

 

1． 執行金額        146,900,000 円 

    （うち、直接経費   113,000,000 円、 間接経費  33,900,000 円） 

 

2． 研究実施期間   平成２３年２月１０日～平成２６年３月３１日 

 

3． 研究目的 

  ヒトの可聴周波数域は 20 Hz-20 kHz であって，より高い周波数を持つ超音波は知覚できな

いと考えられていた．しかしながら，超音波であっても，骨導（骨伝導）で呈示された場合（骨導超

音波）は知覚されることや (Pumphrey 1950 など），その骨導超音波は通常の補聴器の使用が困

難な重度感音性難聴者にも知覚可能であることが報告されている (Lenhardt et al. 1991)．もっと

も，それらの先行報告の多くは被験者の主観報告に基づくものであったうえ，知覚メカニズムにつ

いての合理的な説明が為されなかったため，その存在に対して否定的な意見(Dobie and 

Widerhold 1992 など）も多くあがっていた． 

 申請者らのグループは神経生理データによって，(1)骨導超音波知覚時に重度感音性難聴者で

あっても聴覚野が活動すること（＝聴覚として重度難聴者にも知覚されること），(2) 音声で骨導超

音波を振幅変調することで，重度難聴者に言語情報の伝達が可能であることを世界で初めて客

観的に証明した(Hosoi et al. 1998)． 申請者らはさらに，ほとんど未解明であった骨導超音波知覚

の心理特性，神経生理メカニズムの解明 (Nakagawa et al., 1999, Nishimura et al. 2003, Fujimoto 

& Nakagawa 2005 など）と，それらの知見を生かした重度難聴者のための新型補聴器（骨導超音

波補聴器）の開発(Nakagawa et al. 2006）に取り組んで来た．開発した骨導超音波補聴器によって，

重度難聴者の約半数が音声を知覚可能，3 割が簡単の単語の同定を可能という画期的成果を挙

げたものの，音声の明瞭性や音質の向上，末梢メカニズムの解明に基づく適応基準の明確化な

ど，実用化に向けて残された課題も多く存在する．  

 本課題では，このような残された課題の解決を図り，研究期間終了時に実用レベルの補聴器性

能を達成するとともに，補聴器の実用開発に必要な要素技術や基盤情報の確立や応用機器の開

発を行うことを目的とした． 

 

4． 研究計画・方法 

骨導超音波補聴器の開発に残された課題の解決に向けて，以下に取り組んだ． 

(1) 音声知覚特性の解明に基づく音声信号加工方式の開発 
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① 骨導超音波補聴器による音声聴取試験を実施し，音声情報（ピッチ，アクセント型，特殊

拍，パラ言語情報など）ごとの伝達特性を調べる．また，それらの音声情報の要因となる

音響特徴量の調整や，振幅変調方式の改良によって明瞭性や音質の向上を図る． 

② 両耳装用による明瞭性の上昇の可能性を検討する． 

③ 得られた知見を盛り込んだ新型試作器を開発し，実用性能の評価を行う 

(2) 末梢神経生理メカニズムの解明と適応基準の提案 

① 聴覚末梢や脳幹部から生じる反応電位や音響反応を計測することで，有毛細胞や蝸牛

神経の振る舞いを直接的に評価する． 

② 大脳聴覚野活動や心理物理特性から，末梢～脳幹のメカニズムを推定する． 

③ 得られた末梢メカニズムに関する仮説から，骨導超音波知覚の受容モデルを構築し，実

測された神経生理反応，心理反応との比較からその妥当性を検証する．また，検証され

たモデルに基づいた適応基準を提案する． 

(3) 補聴器開発に必要な基盤情報・基盤技術の確立 

① 骨導スピーカ出力の正確な評価のため，生体頭部やファントムを対象とした計測，さらに

はコンピュータ・シミュレーションによって，頭部内伝搬過程と蝸牛に生成される音場を推

定する．頭部共振や皮膚の粘弾性の影響等についても調べる． 

② 検出閾やラウドネス特性，一過性閾値変動特性の計測の結果を併せて，骨導超音波暴

露の安全性を評価する 

(4) 骨導スピーカとその装着方法の改善 

① 連携機関と協力して積層構造と形状の最適化を図ることで，骨導スピーカの振動効率の

向上および小型化を図る．装用感やデザインも含めた性能向上を図る 

② 現代のライフスタイルを考慮し，使い勝手の良い形態や装用方法を検討する． 

③ 頭部内伝搬過程の推定結果から，骨導超音波の受容器に安定的・効率的にエネルギー

を伝搬できるような，振動子装着部位・装着方式を見いだす．適応的に最適呈示状態を

保つ機構，複数個の振動子を用いた方法も検討する． 

(5) 骨伝導にまつわる要素技術を利用した派生機器の開発 

① 本課題の遂行の過程で獲得された骨伝導に係る要素技術を利用して，特定の用途に特

化された重度難聴者用福祉機器や，さらには（可聴周波数の）骨伝導デバイスの開発に

取り組む．それぞれの用途にあった最適化を施す． 

 

5． 研究成果・波及効果 

 代表的な研究成果を以下に述べる． 

(1) 音声知覚特性の解明に基づく音声信号加工方式・変調方式の開発 

① 振幅変調手法として新たにTransposed 方式を提案し，従来方のDSB-TC方式に比べて

音質の改善，および消費エネルギーの低減を達成した（図1）．   

② 分節音の聴取に加えて，実用的な話者性別や発話意図等の伝達が可能であること，音
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声の基本周波数（F0）の伝達に

優れているものの振幅情報の伝

達がやや不得手であることなど

を示した．また，概して，人工内

耳に比べてより自然な聞こえを

持つ可能性が示された． 

③ 両耳装用することである程度の

音像感が得られること，水平面

内での左右の弁別は比較的良

好であることが示された． 

④ 重度難聴者を対象として聴取成

績を長期的・定期的に観察し，ト

レーニングによる聴取性能の向

上を確認した．また，視覚情報（主に読唇）の併用が有効であることを確認した． 

⑤ 研究成果を盛り込んだ骨導超音波補聴器を試作した（図2）． 

(2) 末梢神経生理メカニズムの解明と適応基準の提案 

① 重度難聴者および聴覚健常者を対象として，骨導超音波知覚時の末梢電位，脳波計測，

脳磁界計測を行った．その結果，内耳に可聴音とはやや異なる受容メカニズムが存在す

ることが示された． 

② 骨導音の周波数の変化に伴う知覚特性や生理反応の計測を行った．10 kHz 以上の骨導

音に対する特異な受容メカニズムの発現が示唆された． 

③ 被験者の頭部振動を様々なの方法で調べ，可聴周波数成分の発生は観察されないこと，

伝搬経路に有意な非線形性が存在する可能

性は低いことを示した．骨導超音波知覚では

受容細胞（内有毛細胞）が超音波そのものを

受容していることを示す． 

④ 骨導超音波補聴器による重度難聴者の知覚

特性を心理計測および脳磁界計測によって客

観的に評価し，時間分解能，レベル分解能，

低域の周波数分解能については，聴覚健常

者と遜色がないことを示した． 

⑤ 得られた成果に基づき，骨導超音波知覚の末

梢～中枢神経モデルを構築した．また，聴覚

健常者や重度難聴者の骨導超音波知覚特性

をおよそ説明可能であることを確認した． 

(3) 補聴器開発に必要な基盤情報・基盤技術の確

図 1 変調方式の比較．新しく導入した Transposed 方

式(a)では，従来法のDSB-TC方式(b)に比べてキャリ

ア周波数に相当するパワーを低減できる． 

図 2 骨導超音波補聴器の新型試作

器．本体はタバコの箱程度の大きさ．
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立 

① 被験者の頭部振動の計測結果を用いて，振動子の周波数特性を補正する方法を提案し

た．補正したデータを用いて，骨導超音波のラウドネス曲線を推定した． 

② 頭部の左右に呈示された骨導超音波の干渉を計測することで，頭部内の伝搬速度を推

定した．その結果，骨導超音波の伝搬速度は 300 m/s 強で，知覚に支配的に影響を及ぼ

すのは縦波ではなく，横波，もしくは板波である可能性が高いことを示した． 

③ 一過性閾値変動計測，頭部振動計測および閾値計測の結果から，短期的に聴覚障害を

引き起こすほどのエネルギー曝露は生じていないことを示した． 

(4) 骨導スピーカとその装着方法の改善 

① コンピュータ・シミュレーションや頭部表面計測によって，音響エネルギーの頭部内伝搬過

程を推定し，もっとも効率的に骨導超音波の受容器に安定エネルギーを伝搬できるのは

乳様突起を中心とした側頭骨であることを確認した． 

② 骨導スピーカの電気的インピーダンスから適応的に出力-周波数特性を平坦化する機構

を開発した．また，複数個の振動子を呈示し，一方の振幅，周波数，位相パラメータを変

化させて干渉状態を変化させることで，呈示位置を固定したままで最適聴取状態にする

手法を開発した． 

③ 連携機関と協力しつつ振動素子の開発を進めたが，サイズと聴取性能の両立させた設計

を図ることができなかった．振動子の材料，構造を見直す必要がある． 

(5) 骨伝導にまつわる要素技術を利用した派生機器の開発 

① 骨導超音波とタブレット端末を利用し，難聴幼児用の音声聴取/発話学習ボードを試作し

た（図 3）． 

② 重度難聴者を対象に骨導超音波補聴器の耳鳴緩和効果を調査し，有効性を確認した． 

③ 京セラ（株），KDDI（株）と連携し，フラットパネル型骨導スピーカを搭載した携帯電話端末

の開発に取り組んだ．耳介などの軟組織に呈示した場合の，末梢伝搬メカニズムや知覚

メカニズムの解明を進めることで，より最適な形状や呈示方法に係る知見を得た． 

④ 騒音下でも良好な音声の検出が可能な

骨伝導マイクロホンとその明瞭性向上ア

ルゴリズムの提案を行った．MRI 利用中

などの強大騒音下での実用的な動作性

能を確認した．  

 

 現在，重度難聴者に残された唯一の聴力回

復手段は人工内耳である．しかしながら，医学

的理由で使用できない場合もあるうえ，埋め込

み手術を要するという大きな欠点が存在する．

骨導超音波補聴器は，埋め込みを必要としない

図 3 骨導超音波技術を利用した難聴幼児

用の音声学習ボード．インターフェースとし

ているタブレット端末と骨導超音波補聴器

は無線接続される． 
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重度難聴者用の補聴器として世界初の試みであり，重度難聴者の QOL 向上や社会参加促進に

貢献する． 

 また，高齢化社会の進展に伴う難聴者の増加や生活スタイルの多様化に伴って，新しい補聴

機器やオーディオ機器の開発の必要性が生じている．本課題で獲得された高度な骨伝導技術

は，その特長を生かして，難聴者福祉機器や対騒音特性や防水性の高い生活機器，音響機器

に応用できる可能性がある．また，従来型骨導補聴器の改良にも寄与すると思われる． 

 学術的な面での波及効果も大きい．骨導超音波知覚は従来の聴覚に対する理解では説明で

きない，極めて特異な聴覚現象である．骨導超音波知覚の全貌解明は，これらは聴覚機構が本

来持っている知られざる機能の理解につながる．また，さらなる聴覚補助機器・感覚代行機器，

治療・診断機器の開発へと発展する可能性もある．  
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88） 宿南篤人，大塚明香，石光俊介，中川誠司，聴覚誘発および自発脳磁界に及ぼす刺激音圧

の影響 -不快レベルの客観推定のための基礎的検討，日本音響学会 2013 年春季研究発

表会，八王子市，2013/03/13-15. 

89） Soeta Y, Shimokura R, Nakagawa S, Autocorrelation Function Mechanism for Pitch Salience 

and Cross-correlation Function Mechanism for Sound Localization Revealed by 

Magnetoencephalography, The 21st International Congress on Acoustics, Montreal, 

2013/06/03. 

90） Nakagawa S, Fujiyuki C, Okubo Y, Kagomiya T, Hotehama T, Development of A Novel 

Hearing-Aid for The Profoundly Deaf Using Bone-Conducted Ultrasonic Perception : 

Assessments of the Modulation Type with Regard to Articulation, Intelligibility, and Sound 

Quality, The 21st International Congress on Acoustics, Montreal, Canada, 2013/06/05. 

91） Nakagawa S, Fujiyuki C, Okubo Y, Kagomiya T, Hotehama T, Development of a Novel 

Hearing-Aid for the Profoundly Deaf Using Bone-Conducted Ultrasonic Perception : 

Implementation and Evaluation of "Transposed Modulation", The 35th Annual International 

Conference of the IEEE Engineering In Medicine And Biology Society, Osaka, Japan, 

2013/07/04. 

92） Nakagawa S, Measurements of Auditory Evoked Magnetic Fields by Bone-Conducted 

Ultrasound in the Profoundly Hearing Impaired, The International Society for the 

Advancement of Clinical Magnetoencephalography (ISACM) 2013 Meeting, Sapporo, Japan, 

2013/08/28. 

93） Nakagawa S, Kawamura S, Instability of Bone-Conducted Ultrasonic Perception: 

Assessments By Acoustic Field Analysis in the Inner Head and Intelligibility Test, Symposium 

on Ultrasonic Electronics, Kyoto, Japan, 2013/11/22. 

94） Nakagawa S, Hotehama T, Assessment of Temporal Resolution of Bone-Conducted 



様式２１ 

 22

Ultrasonic Hearing Using Psychophysical and Neuromagnetic Measurements, Association for 

Research In Otolaryngology 36th Annual Midwinter Meeting, Baltimore, MD, USA, 2014/02/17.

95） Nakagawa S, Hotehama T, Ito K, Perception and Propagation Characteristics of 

Pinna-Conduction Hearing, The 37th Midwinter Meeting of The Association for Research in 

Otolaryngology, San Diego, CA, USA, 2014/02/24. 

96） Nakagawa S, Measurements of Auditory Evoked Responses By Bone-Conducted Ultrasound 

In The Complete Hearing-Impaired, The 37th Midwinter Meeting of the Association for 

Research In Otolaryngology, San Diego, CA,USA, 2014/02/25. 

97） Matsui T, Shimokura R, Nishimura T, Hosoi Y, Nakagawa S, Speech Intelligibility of Hearing 

Impaired Participants in Long-Term Training of Bone-Conducted Ultrasonic Hearing Aid ,The 

21st International Congress on Acoustics, Montreal, Canada, 2013/06/05. 

98） Aiba E, Tsuzaki M, Nagata N, Nakagawa S, Accuracy of Synchrony Judgment between Two 

Pulses: Effects of Variations In Cochlear Delay Amount, International Congress on Acoustics, 

Montreal, 2013/06/05. 

99） Kagomiya T, Nakagawa S, Evaluation of Bone-Conducted Ultrasonic Hearing-Aid Regarding 

Transmission of Phonetic Features, The 21st International Congress on Acoustics, Montreal, 

Canada, 2013/06/05. 

100） Otsuka A, Yumoto M, Kuriki S, Nakagawa S, Neuromagnetic Auditory Steady State Response 

to Chords: Effect of Frequency Ratio, The 35th Annual International Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC2013), Osaka, 2013/07/03. 

101） Hotehama T, Nakagawa S, Transient Acceleration Response of A Bone-Conducted Ultrasonic 

Pulse in Living Human Head, The 35th Annual International Conference of the IEEE 

Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC’13), Osaka, Japan, 2013/07/04. 

102） Kagomiya T, Nakagawa S, Evaluation of A Bone-Conducted Ultrasonic Hearing Aid in Vocal 

Emotion Transmission, The 14th Annual Conference of the International Speech 

Communication Association (Interspeech 2013), Lyon, France, 2013/08/25. 

103） Otsuka A, Yumoto M, Kuriki S, Nakagawa S, Relationship between Frequency Characteristics 

of Neuromagnetic Auditory Steady State Response and Hearing Ability, The International 

Society for the Advancement of Clinical Magnetoencephalography (ISACM) 2013 Meeting, 

Sapporo, Japan, 2013/08/27. 

104） Aiba E, Tsuzaki M, Nagata N, Nakagawa S, Effect of Musical Experience on Synchrony 

Judgment Accuracy: Taking into Consideration its Relation to Cochlear Delay, The 

International Symposium on Performance Science (ISPS2013), Vienna, 2013/08/30. 

105） Shukunami A, Ishimitsu S, Otsuka A, Nakagawa S, Uncomfortable Level Estimation for Audible 

Alarm Using Brain Magnetic Field, The 42nd International Congress and Exposition on Noise 

Control Engineering, Innsbruck, Austria, 2013/09/15. 

106） Hotehama T, Nakagawa S, Propagation Characteristics of the Bone-Conducted Ultrasound in 

The Living Human Head: Estimation of the Propagation Delay by Instantaneous Frequency 

Analysis, The 34th Symposium on Ultrasonic Electronics (USE2013), Kyoto, Japan, 

2013/11/22. 

107） Ito K, Nakagawa S, Characterization of Human Head Vibration with Bone-Conducted 

Ultrasonic Stimulation, The 34th Symposium on Ultrasonic Electronics, Kyoto, Japan, 

2013/11/22. 

108） Hotehama T, Nakagawa S, Temporal-Modulation Transfer Function of Bone-Conducted 

Ultrasonic Hearing in a Profoundly Hearing Impaired Patient, The 37th Annual Midwinter 

Research Meeting of the Association for Research in Otolaryngology, San Diego, USA, 

2014/02/24. 

109） Otsuka A, Yumoto M, Kuriki S, Nakagawa S, Frequency Characteristics of Neuromagnetic 

Auditory Steady-State Response to Sinusoidally Amplitude Modulated Sweep Tones, The 

30th International Congress of Clinical Neurophysiology (ICCN), Berlin, Germany, 2014/03/20.



様式２１ 

 23

110） Nakagawa S, Hotehama T, Ito K, Hearing Characteristics by a Pinna-Conduction: Detection 

Threshold and Acoustical Properties in the Outer Ear, 計測自動制御学会ライフエンジニアリ

ング部門シンポジウム2013，横浜市， 2013/09/13. 

111） 中川誠司，藤幸千賀，籠宮隆之，骨導超音波補聴器の音質評価，東京，2011.3.9-11，2011
年日本音響学会春季研究発表会． 

112） 伊藤一仁，中川誠司，高周波骨導刺激下での生体頭部振動特性に関する検討，東京，2011.
3.9-11，2011年日本音響学会春季研究発表会． 

113） 保手浜拓也，中川誠司，骨導超音波補聴器による方向定位 －頭部運動による効果の検討

－，東京，2011.3.9-11，2011年日本音響学会春季研究発表会． 
114） 籠宮隆之，中川誠司，聴覚補助器による話者識別情報伝達性能を評価するテストの開発，

東京，2011.3.9-11，2011年日本音響学会春季研究発表会． 
115） 中川誠司，籠宮隆之，骨導超音波知覚を利用した重度難聴者のための新型補聴器の開発-

音声伝達性能の評価-東京，2011.4.30-5.1，第50回日本生体医工学会大会． 

116） 中川誠司，骨導超音波に対する聴覚誘発反応の計測：完全難聴者における検討，中川誠

司，日本音響学会2013年秋季研究発表会，豊橋市， 2013/09/27 

117） 中川誠司，藤幸千賀，川村 智，骨導超音波知覚における不安定性：頭部内音場シミュレー

ションと了解度試験による検証，日本音響学会2014年春季研究発表会，東京都， 

2014/03/11. 

118） 饗庭絵里子，津崎 実，長田典子，中川誠司，楽器演奏経験による音の時間情報処理精度

向上と聴性脳幹反応への影響，音学シンポジウム2013，東京， 2013/05/11. 

119） 宿南篤人，大塚明香，石光俊介，中川誠司，聴覚誘発および自発反応に及ぼす刺激音圧の

影響 -脳機能データによる不快音圧評価のための基礎検討- ，第28回日本生体磁気学会

大会，新潟市， 2013/06/07. 

120） 中川誠司，完全難聴者における骨導超音波知覚時の聴覚誘発反応の計測，第28回日本生

体磁気学会大会，新潟市， 2013/06/08. 

121） 大塚明香，湯本真人，栗城眞也，中川誠司，聴覚性定常反応の搬送波周波数特性：知覚特

性との関係，第28回日本生体磁気学会大会，新潟市， 2013/06/08. 

122） 保手浜拓也，中川誠司，骨導超音波の生体頭部内伝搬特性の計測 - 伝搬遅延特性の周

波数依存性に関する検討，日本音響学会2013年秋季研究発表会，豊橋市， 2013/09/26. 

123） 伊藤一仁，保手浜拓也，中川誠司，耳介振動型スピーカによる聴取特性に関する検討，日

本音響学会2013年秋季研究発表会，豊橋市， 2013/09/27. 

124） 岡安 唯，中川誠司，西村忠己，山下哲範，浦谷悠加，長谷芳樹，細井裕司，刺激の周波数

構造が刺激長の増加に伴うN1m振幅の増大にあたえる影響について，第58回日本聴覚医学

会学術講演会，松本市， 2013/10/24. 

125） 宿南篤人，大塚明香，石光俊介，中川誠司，脳磁界解析を用いた不快レベルの推定に関す

る検討，第15回 IEEE 広島支部 学生シンポジウム，鳥取市， 2013/11/15. 

126） 宿南篤人，大塚明香，石光俊介，中川誠司，脳磁界反応を用いた不快音圧推定のための基

礎検討，統計数理研究所共同研究集会 非侵襲生体信号の解析・モデル化技術とその周

辺，立川市， 2013/12/06. 

127） 饗庭絵里子，中川誠司，津崎 実，長田典子，音の同時性判断の精度に対する長期的な演

奏訓練の影響，第14回脳と心のメカニズム 冬のワークショップ 脳の計算論の未来，北海道

蛇田郡留寿都村， 2014/01/08. 

128） 大塚明香，湯本真人，栗城眞也，中川誠司，MEGと聴覚性脳磁界活動 - 神経活動による

聴力精密検査，平成25年度第5回奈良女子大学スポーツ科学研究会，奈良市，2014/01/09.

129） 保手浜拓也，中川誠司，耳介振動式携帯電話端末による知覚メカニズムの検討：実耳およ

びダミーヘッドにおける外耳道内音圧特性の推定，日本音響学会聴覚研究会，名古屋市， 

2014/03/06. 

130） 伊藤一仁，保手浜拓也，稲垣智裕，中川誠司，耳介振動式携帯電話端末による知覚メカニ

ズムの検討 －ラウドネスマッチによる末梢伝搬特性の推定－，日本音響学会聴覚研究会

（2014年3月），名古屋市， 2014/03/06. 



様式２１ 

 24

131） 伊藤一仁，中川誠司，骨導超音波刺激による頭部振動と皮膚弾性との関係，日本音響学会

2014年春季研究発表会，東京都千代田区， 2014/03/11. 

132） 保手浜拓也，中川誠司，耳介振動によって生成される外耳道内音圧：実耳と擬似耳の音圧

周波数特性の比較，日本音響学会2014年春季研究発表会，東京都千代田区， 

2014/03/11. 

133） 伊藤智基，石光俊介，中川誠司，自動車エンジン音に対する能動制御が心理的不快感と大

脳皮質活動に及ぼす影響，日本音響学会2014年春季研究発表会，東京都千代田区， 

2014/03/12. 

134） 籠宮隆之，中川誠司，聴覚補助器評価用パラ言語情報伝達性能テストの人工内耳シミュレ

ータを用いた検証，日本音響学会2014年春季研究発表会，東京都千代田区， 2014/03/12. 

135） 中川誠司，聴覚と音響の生体福祉医工学，静岡大学情報科学部講演会，浜松市， 

2014/03/12. 

 

一般向け 計 2 件 

1） 中川誠司，健康と医療の科学技術 生命理工学が拓く「すこやかな暮らし」 聞こえを支援する

基盤技術と最新機器，2013年度第1回明治大学科学技術研究所公開講演会，川崎市， 

2013.7.13 

2） 中川誠司，聞こえを支援する基盤技術と最新機器， 2013年度産業技術総合研究所関西セン

ター一般公開市民講座，池田市， 2013.8.3  
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3） 独立行政法人産業技術総合研究所 健康工学研究部門 聴覚・音響工学チーム Facebook，

https://www.facebook.com/Ultrasonic.Hearing 

 

国民との科

学･技術対

話 の 実 施

状況 

1） 聴覚の不思議，産総研関西センター一般公開，2011.7.28，約 2300 名の参加者，聴覚メカニズ

ム研究について展示およびデモを実施 

2） 聴覚の不思議なメカニズム，2012 年度産総研関西センター一般公開，2012.7.26，産総研関西

センター，約 2000 名，聴覚メカニズム研究について展示およびデモを実施 

3） 骨導超音波知覚の解明と新型補聴器への応用，産総研オープンラボ 2012，2012.10.25-26，

産総研つくばセンター，約 5000 名，骨導超音波技術について展示およびデモを実施 

4） 骨導超音波知覚の解明と新型補聴器への応用，ビジネス・エンカレッジ・フェア 2012，

2012.12.5-6，約 500 名，骨導超音波について展示およびデモを実施 

5） 骨伝導を利用したコミュニケーション・ツールの開発，産総研オープンラボ2013，

2013.10.31-11.1，つくば市（（独）産業技術総合研究所つくばセンター），研究関係者を中心に

一般の方々も広く参加，約5000名，骨伝導応用技術について展示およびデモを実施 

6） 骨伝導を利用したコミュニケーション・ツールの開発，産業技術総合研究所ヒューマン&サービ

ステクノロジー研究発表会，2013.11.13，東京都港区（（独）産業技術総合研究所臨界副都心

センター），研究関係者を中心に一般の方々も参加，約300名，骨導超音波知覚研究や骨伝導

応用技術について展示およびデモを実施 

7） 骨伝導を利用したコミュニケーション・ツールの開発，ビジネス・エンカレッジ・フェア2013, 

2013.12.3-4，大阪市（大阪国際会議場），主として企業関係者，骨導超音波知覚研究や骨伝

導応用技術について展示およびデモを実施 

8） 骨導超音波知覚の解明に基づく最重度難聴者用の新型補聴器の開発，FIRST シンポジウム

『科学技術が拓く2030 年』，2014.2.28-3.1，東京都新宿区（ベルサール新宿グランド），中・高

校生から専門家まで，最先端・次世代研究開発支援プログラムでの研究開発内容を紹介 

 

上記の他，難聴者の方々からの相談に個別に対応し，説明・試聴会を随時実施した 

 

新聞･一般

雑 誌 等 掲

載 

計 2 件 

1） 日刊工業新聞，2011.7.21，技術で社会を先導 産総研の R&D 重度難聴者向け骨導超音波

補聴器 

2） 日経エレクトロニクス，2013.1.21，p. 53，振動で音を伝える技術の開発が本格化  

 

その他  

 

7． その他特記事項 

 本プログラム関係メンバーの受賞 

1） 日本音響学会 粟屋 潔学術奨励賞，饗庭絵里子，同時性判断の精度に対する楽器演奏経験の影響－

蝸牛遅延との関連の検証－，2013.9. 

2） IEEE Hiroshima Chapter Student Symposium 優秀プレゼンテーション賞，宿南篤人，脳磁界解析を用い

た不快レベルの推定に関する検討，2013.11. 

 講演会の開催 

1） Auditory streaming in the songbird: neural representation and behavior，講演者: Naoya Itatani (Carl von 

Ossietzky University of Oldenburg, Germany），（独）産業技術総合研究所関西センター，2013.4.30. 

2） 蝸牛内非線形現象の解明のためのモデル研究，講演者: 村上泰樹（広島市立大学情報科学研究科），

（独）産業技術総合研究所関西センター，2013.10.28. 




